
R4.7.22 福島県企業局企業局事業見直し実行計画の進捗・成果 －好間工業用水道のいわき市への譲渡に向けて－

企業局事業見直し実行計画（平成30年度～令和4年度：令和2年11月中間見直し）の目標に掲げられた、好間工業用水道の
いわき市への譲渡に向けた手続きを着実に進めてきました。

県といわき市との主な調整事項等（一部予定）

R3.9.30 企業局が持つ企業債を全額繰上償還（約10.2億円）し、
協議手続きが円滑に進行するよう前整理

R3.11.12 県・市協議会(基本合意書の内容、時期等を調整)

R3.11.24 『経営戦略』を公表、好間工水抜きの経営も試算

R3.12.24 基本合意書の締結「令和4年9月末に無償譲渡」

R4.1～ 市水道局と水利権、東北経済産業局等への手続きを
調整・協議

R4.2県議会 設置条例改正、重要な財産処分を議決
令和4年度予算で無償譲渡に伴う特別損失約18.7億円
（現金支出を伴わない令和４年度限りの措置）を議決

R4.4～ 市の要望による耐震診断、修繕工事に着手、
引き渡し資産の整理

R4.9 赤井取水場の浸水対策工事終了
末日付けで譲渡契約、所有権移転

R4.10.1 いわき市による運営開始

令和3年度決算（好間工水）のBS 単位：千円

譲渡前に企業債を全額
繰上償還し、財務状態
を改善しています。
BS上から企業債が無く
なっています。
流動負債：未払金など

いわき市への譲渡は、建設時点（S54）からの約束でした。
譲渡に向けた市との協議は、S57年度までは企画調整部が、H14年度まで
は商工労働部が担当していました。
譲渡に伴い、県予算による収支差補てん（一般会計繰入金）が無くなるこ
とから、県財政の健全化につながります。

無償譲渡する資産
（R4当初予算に
特別損失を計上）

福島いわきバイオマス発電所

敷地面積 約5.4ha

発電出力 11.2万kW

CO2排出削減量 約38万ｔ

竣工 R4.4.15

燃料 木質ペレット
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